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■
カ
ヤ
の
平
高
原
へ
続
く
林
道
が
開
通 

 

今
年
も
冬
期
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
、
カ
ヤ
の
平
高
原
へ
続
く
、
林
道
清
水
平

線
が
開
通
し
ま
し
た
。
カ
ヤ
の
平
高
原
は
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
中
心
、
志

賀
高
原
の
北
に
広
が
る
広
大
な
高
原
で
す
。
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
ブ
ナ 

の
原
生
林
が
広
が
り
「
日
本
一
美
し
い
ブ
ナ
の
森
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
年
も
、
飯
山
駅
か
ら
出
発
す
る
高
原
シ
ャ
ト
ル
便
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
６

月
か
ら
順
次
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
回
違
っ
た
内
容
で
『
一
味
違
っ
た
バ
ス
ツ
ア

ー
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
広
報
の
４
Ｐ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

            

 

  

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
村
の
情
勢 

  

緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
よ
り
、
村
の
経
済
活
動
も
再
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

村
内
の
飲
食
店
や
観
光
施
設
も
再
開
し
、
徐
々
に
お
客
さ
ん
が
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
じ
ま
で
は
・
・
・
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
は
観
光
客
が
激
減
し
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

村
で
は
、
経
済
活
動
の
促
進
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
消
費
喚
起
の
た
め
の
商
品
券
の
配
布
や
、
観
光
客
向
け
に
、
宿
泊
助

成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
宿
泊
者
へ
の
お
土
産
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
現
在
計
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
観
光
が
可
能
に
な
っ
た
際
は
、

ご
家
族
、
ご
友
人
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
木
島
平
村
へ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
会
報
で
も
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

 

ま
た
、
木
島
平
村
観
光
振
興
局
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、

『
新
型
コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
！ 

が
ん
ば
る
木
島
平
人
』
と
し
て
、

村
長
を
始
め
、
村
の
飲
食
・
観
光
業
者
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

【
毎
月
５
日
ま
で
に
左
記
へ
ご
送
付
く
だ
さ
い
。】 

【
送
付
先
】
〒
３
８
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２
３
９
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木
島
平
村
役
場
内 
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